
ヒーターと電極を兼ねる白金線コイル上
に、金属酸化物半導体を球状に焼結させ
た構造のセンサです。酸化物半導体表面
における可燃性ガスの吸着と酸化反応に
伴う電気伝導度の変化を検出します。
■ 特長
①低濃度可燃性ガスの検出に適した高感

度型です。
②ガス選択性のある各種センサがあり、

多様な用途に対応できます。
③小型・省電力で迅速に起動します。

CO2のように異なる原子からなる分子は、
赤外線領域の特定波長の光を吸収する性質
があります。この光の吸収量からガス濃度
を高精度に計測します。
■ 特長
①ガス選択性に優れています。
②感度の劣化がなく高信頼性です。

高電圧電極間で水素を燃焼させておき、
炭素原子を含むガスが水素炎中でイオン
化することを利用して、電極間に流れる電
流を検出します。
■ 特長
①炭化水素類のガスの検出に適していま

す。
②感度の劣化がなく高信頼性です。

熱分解炉とイオン化式煙感知器を組み合
わせた検出器です。熱分解炉で生成したガ
スをアメリシウム241で電離し、その際に
生じる電離電流によりガスを検出します。
■ 特長
①TEOSのようなアルコキシド類のガス

検出に適しています。
②熱分解炉の温度により選択性を持たせ

ることができます。

熱分解炉と定電位電解式ガスセンサを組
み合わせた検出器です。フルオロカーボ
ンのようなハロゲン化物の熱分解炉によ
る生成ガス（ハロゲン化水素）を定電位電
解式ガスセンサで検出します。
■ 特長
①既存のガスセンサのみでは検出できな

いガスを熱分解することで高感度に検
知します。

ヒーターと温度計を兼ねる白金線コイル
上に貴金属触媒を球状に塗布した構造の
センサです。可燃性ガスの接触燃焼に伴
う素子の温度変化を検出します。
■ 特長
①爆発下限界濃度（LEL）までの可燃性ガ

スの検出に適しています。
②センサ出力はガス濃度に比例し、高精度

です。
③環境温度、湿度の影響が少なく、安定で

す。

セラミックス基板上に製膜した白金薄膜ヒ
ーターを測温抵抗体として用いる温度計
測型のセンサです。気体固有の熱伝導率
の違いによって生じる素子の温度変化を
検出します。
■ 特長
①100％までの高濃度ガスの検出に適し

ています。
②物理的性質を利用しているため、触媒の

劣化などがなく、経時的に安定です。

白金薄膜のヒーターと電極を備えたセラミッ
クス基板上に、金属酸化物半導体層を形成し
た構造のセンサです。酸化物半導体表面にお
ける可燃性ガスの吸着と酸化反応に伴う電気
伝導度の変化を高精度に検出します。
■ 特長
①1ppm以下の極低濃度のガスの検出に

適しています。
②検知精度が高くガス分析装置へも応用

しています。
③長期安定性に優れています。

ヒーターと電極を兼ねる２つの貴金属線コイ
ル間に、金属酸化物半導体（酸化スズ）を焼
結させた構造のセンサです。酸化スズ粒子
表面における可燃性ガスの吸着と酸化反応
に伴う電気伝導度の変化を検出します。
■ 特長
①低濃度可燃性ガスの検出に適していま

す。
②都市ガス、LPG、CO検知用で実績があ

ります。
③堅牢かつ長寿命です。

3つの電極を電解液を介して配置した構
造のセンサです。ガスを一定の電位で電
気分解し、その際に生じる電流を検出しま
す。
■ 特長
①選択性は電位によって決まるので、毒性

ガスの選択検知に適しています。
②低濃度のガスを高感度に検知できます。
③センサ出力はガス濃度に比例し、高精度

です。

貴金属と卑金属の2つの電極と気-液隔
膜、電解液で構成される空気電池型のセ
ンサです。貴金属電極上で酸素が反応し
たときに生じる電流の変化を検出します。
■ 特長
①酸素の検出に外部の電源を必要としま

せん。
②取り扱いが容易です。
③センサ出力はガス濃度に比例し、高精

度です。

カーボンの微粒子を高分子結合剤と共に
セラミックス管に塗布した構造のセンサで
す。油や有機溶剤の蒸気による高分子結合
剤の膨潤に伴う抵抗変化を検出します。
■ 特長
①常温作動型でありながらガス応答は迅

速です。
②小型で堅牢な構造です。
③長期安定性に優れています。

熱線型半導体式（CH） 接触燃焼式（CS） 気体熱伝導式（CT） 基板型半導体式（AET）

半導体式（CZ） 定電位電解式（COS） ガルバニ電池式（OS） オルガスタ式（OR）

非分散赤外線式 水素炎イオン化検出器（FID） 熱分解イオン化式 熱 分 解 式

DATA
コスモスガスセンサ 爆発性ガスの分類・防爆構造

爆発性ガスの分類

発火度

●発火度の分類●爆発等級の分類

●発火度は､爆発性ガスの発火温度に従って､
上表のように5等級に分類する。●爆発等級は､爆発性ガスの標準容器による

火炎逸走限界の値により､ 上表のように3
等級に分類する。

※0種場所での使用は本質安全防爆構造の機器に限る。

温度等級

グループ

llA

llB
エタノール
エチレン
エチレンオキシド

一酸化炭素 エチルエーテル

llC アセチレン 二硫化炭素水素

爆発等級

１

石炭ガス エチレン
エチレンオキシド２

二硫化炭素
水性ガス
水素 アセチレン３

グループ
llA
llB
l lC

グループ
llA
llB
l lC

●温度等級の分類●グループの分類

ガス又は蒸気の最大安全すきまの範囲（単位：　㎜）
0.9以上
0.5 超～0.9未満
0.5以下

ガス又は蒸気の最小点火電流比の範囲
0.8 超
0.45以上～0.8以下
0.45未満

温度等級
スキの奥行25mmにおいて
火炎逸走を生ずるスキの
最小値

0.6mmを超えるもの

0.4mmを超え0.6mm以下の
もの

0.4mm以下のもの

爆発等級

1

２

３

最高表面温度
の範囲（単位：℃）

300超～450以下
200超～300以下
135超～200以下
100超～135以下

85超～100以下
85以下

表示項目 記号 記号の意味

防 爆 構 造 の
種 類
（代表例）

d
o
f
e

ia,ib
s

耐圧防爆構造
油入防爆構造
内圧防爆構造
安全増防爆構造
本質安全防爆構造
特殊防爆構造

爆 発 性 ガ ス
の 爆 発 等 級

１
２
３a
３b
３c
３n

爆発等級1のガス又は蒸気を対象とする
爆発等級1､2のガス又は蒸気を対象とする
爆発等級1､2及び水性ガス・水素を対象とする
爆発等級1､2及び二硫化炭素を対象とする
爆発等級1､2及びアセチレンを対象とする
すべてのガスを対象とする

爆 発 性 ガ ス
の 発 火 度

G１
G２
G３
G４
G５

発火温度450℃を超えるもの
発火温度300℃を超え450℃以下のもの
発火温度200℃を超え300℃以下のもの
発火温度135℃を超え200℃以下のもの
発火温度100℃を超え135℃以下のもの

表示項目 記号 記号の意味
防 爆 構 造 Ex IEC規格に基づく防爆構造であること

防 爆 構 造 の
種 類
（代表例）

da
db
dc
pv
pxb
pyb
pzc
eb
ec
ob
oc
ia
ib
ic

耐圧防爆構造
耐圧防爆構造
耐圧防爆構造
内圧防爆構造
内圧防爆構造
内圧防爆構造
内圧防爆構造
安全増防爆構造
安全増防爆構造
油入防爆構造
油入防爆構造
本質安全防爆構造
本質安全防爆構造
本質安全防爆構造

防爆電気機器
の グ ル ー プ

ll
l lA
l lB
l lC

工場､事業場用のもの
分類Aのガス又は蒸気に適用
分類Bのガス又は蒸気に適用
分類Cのガス又は蒸気に適用

防爆電気機器
の 温 度 等 級

T１
T２
T３
T４
T５
T６

最高表面温度が450℃以下
最高表面温度が300℃以下
最高表面温度が200℃以下
最高表面温度が135℃以下
最高表面温度が100℃以下
最高表面温度が 85℃以下

防爆電気機器の
機器保護レベル

（EPL）

Ga
Gb
Gc

極めて高い保護レベルを持つ機器で、特別危険箇所で使用可
高い保護レベルを持つ機器で、第一類危険箇所で使用可
強化した保護レベルを持つ機器で、第二類危険箇所で使用可

発火度
G１
G２
G３
G４
G５

発火温度
450℃を超えるもの
300℃を超え450℃以下のもの
200℃を超え300℃以下のもの
135℃を超え200℃以下のもの
100℃を超え135℃以下のもの

■防爆構造の表示例

爆発性ガスの発火度
 （発火温度135℃を超え200℃以下）

爆発性ガスの爆発等級
（爆発等級2）

耐圧防爆構造
 （接触燃焼式センサ部分）

d 2 G4

T１
T２
T３
T４
T５
T６

■電気機械器具防爆構造規格による分類 ■国際電気標準会議（IEC）の国際規格による分類
●代表的な爆発性ガスの爆発等級及び発火度 ●代表的な爆発性ガスのグループ及び温度等級

■電気機械器具防爆構造規格に基づく記号 ■国際電気標準会議（IEC）の国際規格に基づく記号
●表示記号 ●表示記号

G１ G２ G３ G４ G５ T１ T２ T３ T４ T５ T6

本質安全防爆構造

耐圧防爆構造

防爆構造について

アセトン
アンモニア
一酸化炭素
エタン
酢酸
トルエン
ベンゼン
メタン

ガソリン
ヘキサン

アセトアルデヒド
エチルエーテル

エタノール
酢酸イソペンチル
1ーブタノール
ブタン
無水酢酸
酢酸エチル
プロパン
メタノール

アセトン
アンモニア
酢酸エチル
トルエン
ベンゼン
メタン
エタン
酢酸
iーブタン

アセトアルデヒドnーヘキサン1ーブタノール
無水酢酸
プロパン
メタノール
nーブタン

機器保護レベル
（高い保護レベルを持つ機器で

第一類危険箇所で使用可）

Ex防爆
 （IEC規格に基づく）

■防爆構造の表示例
Ex ia l lC T4 Gada

防爆構造の種類
 （第一類危険箇所で使用可の
　本質安全防爆構造）

耐圧防爆構造
 （接触燃焼式センサ部分）

防爆電気機器の温度等級
（機器表面の最大温度が200℃） 

防爆電気機器のグループ
（ガスまたは蒸気の分類がA） 

出典： 労働安全衛生総合研究所.
工場電気設備防爆指針（ガス蒸気防爆 2006）.

出典： ISO/IEC 80079-20-1：2017

出典： 労働安全衛生総合研究所.
工場電気設備防爆指針（ガス蒸気防爆 2006）.

出典： IEC 60079-0：2017
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